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令和8年1月20日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

関東自動車株式会社 駒生営業所～田原～今里

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
2，167.0回に対して、実績
2,162.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標253人/日に対して、293人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社
駒生営業所～田原～塩谷町役
場

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
1,931.5回に対して、実績
1,927.5回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標271人/日に対して、290人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社
宇都宮駅～免許センター～楡
木車庫

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
1,749.0回に対して、実績
1,747.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標157人/日に対して、184人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 宇都宮駅～石橋駅

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
3,041.5回に対して、実績
3,033.5回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標287人/日に対して、371人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 宇都宮駅～船生

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
2,354.0回に対して、実績
2,352.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標280人/日に対して、332人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 宇都宮駅～荒針～鹿沼営業所

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
2,347.0回に対して、実績
2,342.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標249人/日に対して、277人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

宇都宮駅～日光東照宮

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
2,050.5回に対して、実績
2,030.5回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標251人/日に対して、283人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 宇都宮駅～篠井～今市車庫

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

A

運行ダイヤの変更により、計画
1,505.0回に対して、実績
1,515.0回となり、計画していた
運行回数を達成した。

A
目標158人/日に対して、190人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

栃木県地域公共交通活性化協議会生活交通対策部会

関東自動車株式会社
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関東自動車株式会社 大田原市役所～五峰の湯

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
1,936.0回に対して、実績
1,923.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標92人/日に対して、121人/
日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 西那須野駅東口～馬頭車庫

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
2,149.0回に対して、実績
2,145.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

Ｂ
目標220人/日に対して、189人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 西那須野駅東口～五峰の湯

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
1,725.0回に対して、実績
1,717.5回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

Ｂ
目標149人/日に対して、140人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社
宇都宮東武～ベルモール～益
子駅前

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
3,101.0回に対して、実績
3,093.5回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標373人/日に対して、378人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 氏家駅～馬頭車庫

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ
計画1,944.0回に対して、実績
1，940.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標45人/日に対して、51人/
日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社
宇都宮東武～ベルモール～真
岡営業所

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
3,735.5回に対して、実績
3,726.5回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標413人/日に対して、472人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社
宇都宮東武～橋場～真岡営業
所

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
1,283.5回に対して、実績1272.5
回となり、計画していた運行回
数に届かなかった。

A
目標136人/日に対して、138人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 駒生営業所～平松～西汗

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
1,662.0回に対して、実績
1,646.5回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標226人/日に対して、264人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社
石橋駅～上三川小学校～真岡
営業所

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

A
計画3,207.5回に対して、実績
3,210.5回となり、計画していた
運行回数を達成した。

A
目標160人/日に対して、182人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社
駒生営業所～田原～宇都宮グ
リーンタウン

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
1,239.5回に対して、実績
1,238.5回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標137人/日に対して、143人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社
駒生営業所～屋板～上三川車
庫

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
1,956.0回に対して、実績
1,955.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

Ｂ
目標263人/日に対して、260人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持
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地方運輸局等における
二次評価結果
（関東運輸局）

第三者評価委員会におけ
る各委員からの意見

関東自動車株式会社
宇都宮駅東口～上野団地～岡
本駅西口

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

Ｂ

運行ダイヤの変更により、計画
7,825.0回に対して、実績
7,817.0回となり、計画していた
運行回数に届かなかった。

A
目標349人/日に対して、457人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

関東自動車株式会社 那須塩原駅～那須湯本温泉

自社アプリの開発
バスロケーション運行実績を基に
ダイヤ設定を行い、質の高い輸送
サービスを提供

A
計画5,108.0回に対して、実績
5,135.5回となり、計画していた
運行回数を達成した。

A
目標237人/日に対して、352人
/日となった。

ピーク時間帯の運行の維持
付加サービス（バスロケ・アプリ・サ
イネージ）の維持

計画：3,890回
実績：3,890回
適切に実施された

・事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施されている。目標・効果達成状況については、概ね目標を達成しており評価できる。結果の要因を分析し、需要
動向や事業の実施状況の把握に努めること。
・自社アプリの開発や企画乗車券の発売等利用促進策の実施について評価する。引き続き関係自治体・関係機関・事業者において連携し生産性向上の取組の実
施を期待する。
・広域な交通ネットワークの構築には、都県と市区町村の連携が重要であることから、さらなる連携を図り、引き続き利用状況等の需要動向の把握に努め、利用者
が使いやすい地域公共交通の確保・維持が図られることを期待する。

令和７年度地域公共交通確保維持改善事業第三者評価委員会における委員による以下の助言は、今後の取組を行う上で必要な観点であり、考慮されたい。
○公共交通を取り巻く環境は非常に厳しい状況が続いているため、都県と市区町村においてより連携を図っていただくことが重要。
○利用者は回復しているが収支が悪化している現状において、地域住民の需要動向を把握し、公共交通の位置づけを明確にした上で広域的な計画を検討してい
くことを期待する。

B

平均乗車密度の目標３．８
に対し実績は３．５となり、
目標を達成できなかった。
※参考：昨年度３．６

・関係自治体、観光協会、関係
事業者との連携を一層強化し、
イベントや観光施策と連動した
利用促進に取り組む。
・Web乗車券（企画乗車券）の
販売促進に努め、利便性向上
および利用者増加を図る。

日光交通株式会社

路線名：鬼怒川線
起点：鬼怒川温泉駅
経由地：JR今市駅、下今市駅
終点：イオン今市
系統キロ：17.5km
運行回数：10.8回

①QRコード決済の導入は準備
に時間を要し、導入が次年度
にずれ込むこととなった。
②ホームページ等を利用し、よ
り分かりやすい情報発信に努
めることで、利用促進を図って
いる。

A
計画：3,942.0回
実績：3,942.0回
差引：±0回

C

利用者目標：200人/日に対
し、実績152人/日となり、目
標を下回った。
目標不達成の要因：少子化
及びコロナ禍以後のライフ
スタイル変化による定期客
の減

①利用客の利便性向上のため
PayPayなどのQRコード決済を
導入し、新規顧客層の開拓を
図っていく。
②ホームページ等を利用し、公
共交通の利用促進を図ってい
く。

ジェイアールバス関東株式
会社

塩原本線
（西那須野駅～塩原温泉バス
ターミナル）

・ふるさと納税の返礼品として
企画乗車券の提供を行うととも
に、宿泊券送付時にバス利用
割引券（300円）を同封する取
組を継続した。
・2つのWebサイト（JR東日本、
ウェルネット）において、企画乗
車券の発売を行った。
・特殊定期券（学生）の発売を
継続し、利用促進を図った。

Ａ


